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染 色 の ま ち 高 崎 に 流 れ る
長 野 堰
な が    の     ぜ き

る
紺
屋
の
町
が
誕
生
し
た
。
高
崎
の
染
物
は

る
紺
屋
の
町
が
誕
生
し
た
。
高
崎
の
染
物
は

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
西
上
州
一

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
西
上
州
一

帯
か
ら
集
ま
る
高
崎
絹
を
染
め
、「
高
崎
に

帯
か
ら
集
ま
る
高
崎
絹
を
染
め
、「
高
崎
に

来
れ
ば
染
物
の
仕
事
が
間
に
合
う
」
と
ま
で

来
れ
ば
染
物
の
仕
事
が
間
に
合
う
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
染
物
職
人
の
多
く
は
、

長
野
堰
と
そ
こ
か
ら
城
下
に
引
い
た
支
流
の

水
を
利
用
し
た
。
旧
市
の
北
部
に
は
、
戦
後

に
至
る
ま
で
長
野
堰
に
沿
っ
て
多
く
の
染
工

場
が
あ
り
、
染
物
の
洗
い
場
が
長
野
堰
に
張

り
出
し
て
い
た
。
護
岸
は
石
積
み
で
長
野
堰

の
川
流
し
は
、
昭
和
20
年
代
ま
で
盛
ん
に
見

ら
れ
た
風
景
で
あ
る
。

　

長
野
堰
の
水
利
権
は
高
崎
藩
や
村
同
士
の

話
し
合
い
で
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、

日
照
り
に
な
る
と
水
争
い
が
起
こ
り
、
時
に

は
凄
惨
な
状
況
に
も
発
展
し
た
。
長
野
堰
の

支
流
に
は
「
地
獄
堰
」
と
名
付
け
ら
れ
た
用

水
が
あ
り
、
水
争
い
の
激
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
水
利
の
問
題
は
明
治
以
降
も
続
き
、

昭
和
37
年
に
地
獄
堰
を
含
む
4
つ
の
用
水
に

平
等
に
湧
き
上
が
る
「
円
筒
分
水
」
が
、
高

崎
市
立
城
東
小
学
校
の
近
く
（
高
崎
市
江
木

町
）
に
設
け
ら
れ
た
。
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理

で
水
が
湧
き
上
が
る
円
筒
分
水
は
、
全
国
で

も
珍
し
い
施
設
で
、
水
の
流
れ
も
美
し
く
、

農
林
水
産
省
の
「
疏
水
１
０
０
選
」
に
選
ば

れ
て
い
る
。

●
高
崎
城
下
と
領
内
を
潤
す
16
㎞
水
路

　

高
崎
の
中
心
市
街
地
の
北
を
流
れ
る
用
水

路
「
長
野
堰
」
は
、
武
田
信
玄
の
進
行
を
防

い
だ
箕
輪
城
主
・
長
野
業
政
が
16
世
紀
初
頭

に
開
削
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
を
名
付
け

ら
た
と
い
う
。
し
か
し
、
伝
説
に
よ
れ
ば
実

は
平
安
時
代
に
長
政
の
先
祖
、
上
野
国
守
・

長
野
康
業
が
も
と
も
と
開
い
た
用
水
で
、
千

年
の
歴
史
を
持
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

長
野
堰
は
、
榛
名
山
の
す
そ
野
、
箕
輪
城

に
も
近
い
高
崎
市
本
郷
町
の
烏
川
か
ら
取
水

さ
れ
た
田
園
地
帯
か
ら
市
街
地
へ
至
る
用
水

で
、
岩
鼻
町
で
再
び
烏
川
に
合
流
し
て
い
る

（
烏
川
は
利
根
川
の
支
流
）。

　

長
野
氏
が
開
い
た
長
野
堰
は
現
在
よ
り
も

は
る
か
に
小
規
模
と
考
え
ら
れ
、
水
路
の
延

長
は
１
５
９
８
年
（
慶
長
3
年
）
に
箕
輪
か

ら
高
崎
へ
城
を
移
し
た
初
代
高
崎
城
主
・
井

伊
直
政
が
進
め
た
。
水
路
事
業
は
歴
代
城
主

に
よ
っ
て
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
、
現
在
の

水
筋
が
徐
々
に
整
え
ら
れ

て
い
っ
た
。
総
延
長
16
㎞

に
及
ぶ
と
、
高
崎
藩
領
の

ほ
ぼ
全
域
約
１
、７
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
潤
す
こ
と
が

で
き
た
。
現
在
で
も
取
水

口
は
壮
観
で
、
豊
か
な
水

口
は
壮
観
で
、
豊
か
な
水

量
が
流
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
は
、
西に
し
あ
ら
な
み
ぜ
き

新
波
堰
、
も
し
く
は
大お
お

川か
わ

と
呼
ば
れ
た
。
高
崎
藩
以
前
の
武
将
の
名

が
付
く
「
長
野
堰
」
の
呼
び
方
は
、
そ
の
頃

の
城
主
に
は
面
白
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

●
榛
名
湖
か
ら
取
水
を
計
画
し
た
輝
貞
公

　

長
野
堰
の
水
は
高
崎
城
下
に
引
か
れ
、
お

城
や
城
下
町
の
用
水
に
使
わ
れ
た
。
領
内
の

新
田
開
発
が
進
む
と
、
水
量
が
足
り
な
く
な

り
対
策
が
迫
ら
れ
た
。
元
禄
時
代
の
城
主
・

大
河
内
右
京
大
夫
輝
貞
公
は
、
長
野
堰
の
改

良
に
熱
心
で
、
榛
名
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ

て
、
榛
名
湖
か
ら
水
を
引
く
計
画
に
着
手
し

た
。
と
こ
ろ
が
吾
妻
側
か
ら
猛
反
対
を
受

け
、
幕
府
の
判
断
で
工
事
は
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
榛
名
湖
南
の
摺す
る
す
い
わ

臼
岩
下
に
は
、

掘
り
か
け
の
ト
ン
ネ
ル
が
今
も
残
っ
て
お
り

「
右
京
濠
」
と
言
わ
れ
る
が
、「
右
京
の
た
だ

濠
」「
右
京
の
泣
き
濠
」
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん

な
呼
ば
れ
方
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

２
０
０
年
後
の
明
治
37
年
、
よ
う
や
く
榛
名

湖
か
ら
の
取
水
工
事
は
実
現
さ
れ
た
。

●
高
崎
の
染
物
を
支
え
育
て
た
長
野
堰

　

井
伊
直
政
は
箕
輪
城
か
ら
高
崎
城
へ
城
下

町
も
移
し
、
高
崎
城
下
に
染
め
職
人
の
集
ま

町
も
移
し
、
高
崎
城
下
に
染
め
職
人
の
集
ま

千
年
の
伝
説
、歴
代
高
崎
藩
主
が
引
き
継
い
だ
水
路

高崎駅

R354城東小学校
円筒分水

染工場があった
エリア

長野堰

高崎市
文化会館


